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法】 対象はH19年 4月よりH23年 8月まで当院にて
大腿骨頸部骨折に対し骨接合術を行った認知症患者で 6




た.【結 果】 骨癒合率は非転位型 77.8％, 転位型
68.4％であり LSC発生率は前者 0％, 後者 7.7％であっ
















以下 SH)を経験したので報告する.【症 例】 9歳 11








11月 1日歩行用ギプスで荷重開始. 11月 21日足関節可
動域訓練の開始. 12月 3日ギプス除去. 12月 26日足関
節可動域は左右差無く良好.【考 察】 骨折部で部分
的な骨端線の早期閉鎖による足関節の障害を生じる可能
性があり,骨端線が閉鎖する年代まで経過観察を要する.
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